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ボ リ ビア ・東部平 原 に おけ る エ ル ・＝ 一 ニ ョ ／ ラ ・ ニ ー ニ ャ 現象の 気候学 的影響

伍井　稔 （い で あ （株 ））

1．はじめに

2005年 12月か ら 2007年 11月まで ，独立行政法人 国

際協力機構 （JIGA ）のffff梅外協力隊 （職種 ：気象学）

として南米 ・ボ リビ ア 国 で ボラ ン テ ィ ア活動を行 っ た．配

属先は，同国東部の サン タクル ス 県にあるガブ リエ ル ・レ

ネ ・モ レ ノ 大学技術研究所であっ た．本稿では ， そ の 協力

活動 の
一
環 として 行 っ た！亅研 究の 結果を報告す る．

図 1 ボ リビアの 位置と解析対象地 点．（●印）

2 ．．データと定養

　以下 の データを用い て解析を行 っ た．

　（1）監 視海域 NINO ．3 （N 　5°− S　5°

，　 W 　15 （P − 9〔T）に

　　 お ける月平均海面水温

　（2）ボ リビ ア東部サ ン タクル ス 県 （日本 とほぼ同 じ面

　　 積）の 代表的な 10　tnk，，（標高 ：140m 〜810m ， 図

　　 1 の●印）における月平均気温及び月降水量

デー
タ解析で取り扱 う平年値に つ い て は，1fY71〜 2000

年の 30 年平均値とした．また，エ ル ・ニ
ー

ニ ョ （ラ ・ニ

ー
ニ ャ）現象の 定義に関しては，気象庁の 定義を若干変更

し，以下の よ うに した，

　 「海面水温 の 月平年値との差の 3 ヶ月移動平均値が 6

　 ヶ 月以上続けて ＋ 0．5 （− 0．5）℃以上 となっ た場合で ，

　その 期間の 最大月偏差が ＋ 1．0 （
− 1，0）℃以上」

3 ．解析方法

　上記の 定義に従 うと，1970年以降 2007年初旬まで に 8

ケ
ー

ス の エ ル
・

ニ
ー

ニ ョ 現 象及び 6 ケ
ース の ラ

・ニ ーニ

ャ 現象を抽出する こ とがで きる （表 1），それぞれの継続

期間内 の各月の 気温及び降水量の 平年偏差を求め ， 各ケ
ー

ス に つ い て 期間内の 平年偏差の 平均値を求めた．

4 ．解析結果

　 1970 年以降の エ ル ・ニ ーニ ョ ／ラ ・ニ
ー

ニ ャ現象発生

期間 （合計 90 ヶ 月／99 ヶ 月）における月平均気温 の平年

偏差の 平均値及び積算降水量の 平年偏差を表 2 及び表 3

に示す．

　表 2 及び表 3 によれば，エ ル
・

ニ
ー

ニ ョ 現象発生時の

高温 ・多雨及びラ ・ニ
ー

ニ ャ 現象発生時の 低温 ・少雨傾向

を確認する こ とが で きる，

表 11970 年 以 降の エ ル ・
ニ
ー

ニ ョ ／ ラ
・

ニ
ーニ ャ 現象

エ ル ・
ニ
ー

ニ ョ 現象 ラ・ニ
ー

ニ ャ現象

ド 開始 終了 継続 期 間 開 始 終了 麟

（年．月） （年凋 ） （月） （年．月） （年．月） （月）

11 田 2．051973 ρ2101 併 0．051972 ．0121
21976 ．（π 1977，0281 劔 3．051974 ．〔｝412
31982061983 ．08151 曾75．041976 ．0312
41986 ．101988 ．01161984 ．051986 ，0121
51991 ．051992 ．0614198 ＆（U1989 ．0514
61997 ．051998 ．05131998 ．092000 ．0319
72002 ．06200aO18 一 一 　

8   082007 ．016 』 一 一

合計 一 一 go 一 一 99

表 21970 年以降の エ ル ・ニ ーニ ョ ／ ラ ・ニ ーニ ャ現象発生 期間 （合計

　 　 90 ヶ 月／99 ヶ 月）にお ける月平均気温 の 平年偏EO）平均 値

M 観淇地 昏、 エ ル ・ニ
ー

ニ ョ

F
フ
・

ニ
ー

ニ ャ

1EL τR（柵 ） ＋ 031 ℃ ＋ 0」4℃

2ASCEN 〔K ）NDEGUARAYCS ＋ 051℃ 一〇．10℃
3C   ＋ 032 ℃ 一〇30 ℃

40   N ＋ 0，40℃ 一〇．α〜℃

5   ）SUAREZ ＋ 041℃ 一〇52℃

6ROBORE ＋α43℃ 一〇、〔B ℃

7SAMGNA σODEVELA   ＋ M9 ℃ 一〇．41℃

8SAN 亅AV肥R ＋ 041℃ 一〇．42℃
9SANX 〕SEDEC 田QU   ＋0．85℃ 一〇，99℃
10SAN 亅UANDEYA 臥 CANI ＋0．08℃ ＋0」0℃

平均 ＋ 0．42℃ ．025 ℃

表 3　1970 年以降の エ ル ・ニ ーニ ョ ／ラ ・ニ ーニ ャ 現象発生期 1罰 （合計

　　 9D ヶ月／99 ヶ月 ）における積算降水量の 平：年偏差

M 観洳地 点 エ ル ・ニ ーニ ョ

一
フ
・ニ

ー
ニ ャ

1ELTROM   H8 ％ 83％

2   NDEGUARAYO6 量α2％ go％

3   go％ 96％
4CON ¢EPσゆN 98％ 94％

5P   SUAREZ 98％ 92％

6ROBORE 101％ 93％

7SANIGNA αODEV   ） 94％ 98％
8SANJAV 正R 102％ 92％

9SAN   DE 1（岡％ go％
1DSANJUAN ［肥WACANI 121％ 85％

平均 1（B ％ 91％

5 ．おわりに

JICA の 青年海 外協力隊及び シ ニ ア海外 ボ ラ ン テ ィ ア

における 「気象」に関する職種は ， 少数なが らもコ ン ス タ

ン トに募集が行われ て い る，しか し
， 実際の 出願 者は毎回

の ごとく定員割れになっ て い る現状で ある，本稿を通 じて

気象学に関わる方々 に少 しで も国際協力 へ の 関心を深め

て頂ければ幸い である．
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